
 

 
 

愛媛大学の改革に向けての取組 
（平成 27 年度及び第２期中期目標期間） 

 
「学生中心の大学」「地域にあって輝く大学」を目指して 

 
☆ 第２期 重 要 課 題 ☆ 

 

                    ① 学生の人間的成長に重点をおいた教育の推進 

                    ② 地域の発展に貢献できる国際性を備えた人材の育成 

                    ③ 特色ある先端的研究拠点の形成・強化 

 
 上記重要課題を念頭に置きつつ，また「地域の発展に責任を持つ大学」をキーワードとして意識し，

学長のリーダーシップにより主として次の７項目について積極的に取り組んだ。 

 

「Ⅰ 「今後の国立大学機能強化に向けての考え方」を踏まえた取組」，「Ⅱ 教育改革の推進」，

「Ⅲ 研究拠点の強化」，「Ⅳ 社会連携機能及び地域連携の強化」，「Ⅴ国際化への組織的整備と拠

点国における国際連携の推進」，「Ⅵ 附属病院の機能拡充」，「Ⅶ 業務運営の改善」 

 

【主な具体的施策 】 
 

Ⅰ 「今後の国立大学機能強化に向けての考え方」を踏まえた取組 
 

・ 第３期中期目標期間に向け，本学のビジョンを「輝く個性で，地域を動かし世界とつながる大学」

と定め，地域中核機能を基軸とする大学として，「①地域人材育成の推進」，「②地域イノベーション

の創出機能の強化」，「③最先端研究拠点の形成・強化」の３つの戦略を展開していくこととした。（平

成 27 年度） 

 
 

◆ 組織改革への取組 
・ 地方創生の核となる人材育成機能を強化するため，既存の学部・研究科を抜本的に見直し，平成 28

年４月に法文学部，教育学部・教育学研究科，農学部・農学研究科を改組するとともに，地域が抱え

る複合的な課題を，地域とともに文系と理系の両面から解決する新学部「社会共創学部」を設置する

ことが認可された。（平成 27 年度） 
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◆ 制度改革への取組 
・ 教育関係共同利用拠点として我が国の FD・SD において主導的役割を果たしてきた実績を活かし，

学長のリーダーシップの下，若手教員のバランスの取れた能力開発に重点を置いた愛媛大学独自のテ

ニュア・トラック制度を設計，導入した。（平成 25 年度） 

 

 
 

 

Ⅱ 教育改革の推進 
 

愛媛大学は理念・目標に「学生中心の大学」を標榜しており，その実現のため第２期中期目標において

「全学的に一体感のある教育改革を推進し，正課教育及び正課外教育において学生の主体的・協同的な学

びを充実させる」ことを基本目標としている。その達成に向け，各学部の教育コーディネーターと教育・

学生支援機構教育企画室が連携を取りながら，教育改革を推進した。主な取組は以下のとおりである。 

 

◆ 「愛大学生コンピテンシー」を中心とした教育制度改革の推進 
・ 「卒業要件には含まれない，あるいは単位付与は行わないが，大学の教育戦略と教育的意図に基づ

いて教職員が関与・支援する教育活動や学生支援活動」を「準正課教育」として位置づけ，「正課教

育」，「正課外活動」に続く第３の教育の場として明確化した。その上で，これら３つの学生活動の場

において育まれ，愛媛大学の学生が卒業時に身に付けていることが期待される能力としての「愛媛大

学学生として期待される能力 ～愛大学生コンピテンシー～」を策定し，知識･技能・論理的思考力

だけではなく，コミュニケーション力，自立力，協調性など，人間としての総合力育成を重視する方

針を示した。（平成 24 年度） 

 

 

（愛大学生コンピテンシー）            （愛大学生コンピテンシーの位置付け）
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・ 「愛媛大学憲章」及び「愛大学生コンピテンシー」を踏まえ，全学の学士課程における「３つのポ

リシー」（アドミッション・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，ディプロマ・ポリシー）を制定し

た。（平成 27 年度） 

 
【ＡＰ】 
愛媛大学は、「学生中心の大学」「地域にあって輝く大学」「世界とつながる大学」を目指している本学の一員

となって、主体的に考える力や予想外の事態を乗り越える力を、生涯にわたって研鑽し身につけたいという意
欲をもつ学生を求めます。そのために、7 つの学部（新学部を含む）と SSC 特別コースのそれぞれにおいて、
高等学校等で得られた基礎的な知的能力（知識・技能及びこれらの活用能力）の評価だけではなく、能力・意
欲・適性等を多面的・総合的に評価する入学者選抜を行います。また「世界から学生が集う大学」を目指し、
留学生を含む多様な属性をもった学生に対して門戸を開きます。 

【ＣＰ】 
愛媛大学は、「愛媛大学学生として期待される能力（愛大学生コンピテンシー）」 として、専攻分野の違いを

越えて全ての学生に対して卒業までに身につけることを期待する「5 つの能力・12 の具体的な力」を独自に定
めています。これは、愛媛大学 における多面的・総合的な学びの成果として追求されるべき目標でもあります。
愛媛大学は、これらの能力を育成するために、共通教育では本学の「学士基礎力」達成のための、そして 7 つ
の学部（新学部を含む）と SSC 特別コースではそれぞれのディプロマ・ポリシー達成のための正課教育を提供
するとともに、卒業要件には含まれない多様な準正課教育を充実させます。さらに、学生がキャンパスの内外
において様々な正課外活動を行うことができるように、ソフト面とハード面の双方で学生を支援します。 

【ＤＰ】 
愛媛大学は、学士課程教育の方向目標としての「愛媛大学学生として期待される能力（愛大学生コンピテン

シー）」を、各学部のディプロマ・ポリシーが求める能力を包含しつつ、より広範囲にわたるものとして定めて
います。学士課程の卒業を認定する 7 つの学部（新学部を含む）と SSC 特別コースは、全ての学生に卒業まで
に求められる正課教育の到達目標として、学士の学位に関する学位授与の方針（DP）をそれぞれ定めています。

 
◆ 教育関係共同利用拠点(拠点名:教職員能力開発拠点)の活動 
・ これまでの教育関係拠点としての実績と SD 研修活動における今後の発展性が評価され，文部科

学大臣から５年間（平成 27 年４月～平成 32 年３月）の再認定を受けた。（平成 26 年度） 

・ 拠点と密接に連携して活動している「SPOD」についての将来構想をとりまとめた。そこでは，SPOD

事業の継続，SD の充実，FD の焦点化及び各加盟校の FD・SD 戦略に SPOD 事業を組み込むこと等を

提言している。（平成 27 年度） 

 
◆ 入試改革・高大連携の推進 
・ 国内向けの国立大学学士課程の入試で最初となるインターネット出願を，スーパーサイエンス特

別コースにおいて導入した。（平成 26 年度） 

・ 四国５国立大学が共同でインターネット出願サイトを開設するとともに，全学部の一般入試にお

いてインターネット出願を導入し，志願者の約 13％がインターネット出願を利用した。また，社会

共創学部及びスーパーサイエンス特別コースにおける AO 入試では，課題研究を含む多様な活動経

験を「活動報告書」として出願書類の一部に組み込み，志願者をより多面的・総合的に評価した。

（平成 27 年度） 

 
（インターネット出願導入スケジュール）         （インターネット出願の概要） 

 

・ 附属高校をモデルとして，大学・高校教育の円滑な接続方法の研究・開発に取り組み，大学教育

の到達点の高度化を目指すプログラムが平成 26 年度文部科学省「大学教育再生加速プログラム（テ

ーマⅢ：高大接続）」に採択された。高校段階での“学びの意欲”を高めることによって大学にお

ける“深い学び”を確保し，高大接続を更に推進する取組として，ルーブリック評価表を「課題研
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究」の客観的な評価ツールとして試用した。（平成 27 年度） 

 

 
◆ 教育・学習成果の評価 
・ 学修段階ごとのプロセス評価を行い，各人の学修状況や将来像を教員が把握し，支援や助言を行

うためのツールとして，「学修ポートフォリオ」を全学的に導入した。また，学修状況の学生自身

による管理，あるいは教員による把握のために，平成 27 年度入学生から全学共通 GPA を導入した。

（平成 27 年度） 

 
◆ 学生支援の推進 
・ 「キャリア教育マップ」を作成して１年次共通教育必修科目である「社会力入門」において使用

し，キャリア科目履修についての周知と理解を促した。（平成 27 年度） 
 

◆ 附属学校園の教育と運営 
・ 「未来を拓く人材の育成」を基本理念として掲げ，愛媛大学と附属学校園は「一つの学園」とし

て，幼児・児童・生徒に対して充実した支援体制を築くことを宣言した「愛媛大学附属学校園の教

育理念」を策定した。（平成 24 年度） 

・ 附属高校の取組「伊豫の学びから世界の学びへ ～グローカルマインドを持ったグローバル人材

の育成～」がスーパー・グローバル・ハイスクールに認定された。（平成 27 年度） 

 

 
 
 

Ⅲ 研究拠点の強化 
 

第２期中期目標の基本目標における「環境・生命に関わる世界レベルの研究を一層活発に展開するとと

もに，質の高い多様な研究を進展させる。」ために行った主な取組は以下のとおりである。 
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◆特色ある先端的研究拠点の形成・強化 
・ 平成 25 年４月，地球深部ダイナミクス研究センターが共同利用・共同研究拠点(拠点名:先進超高

圧科学拠点（PRIUS)）に認定された。また，共同利用・共同研究拠点としての期末評価において「国

際的にも優れた研究成果をあげており，外部資金の獲得，所属教員の受賞歴，独自開発の製品を用い

た共同研究の実施などの点が評価できる」との総合コメントとともに「Ａ」の評価を受けた。（平成

25～27 年度） 

・ 沿岸環境科学研究センターのこれまでの実績が評価され，平成 28 年度から共同利用・共同研究拠

点（拠点名：化学汚染・沿岸環境研究拠点（LaMer））に認定されることとなった。化学汚染や沿岸域

の環境問題などを課題に，国内外における環境科学分野の研究の活性化に貢献することとしている。

（平成 27 年度） 

・ 特色ある研究分野，先進的研究分野において優れた実績を有し，将来の発展が見込まれる研究者グ

ループを「リサーチユニット」として支援する制度を新設し，３件のユニットを認定した。（平成 27

年度） 

 
（愛媛大学における研究拠点形成スキーム） 

 

・ 大学が保有する各種分析機器，生物資源，放射性同位元素等の総合的な管理と共同利用の促進を通

じて，学内外の教育研究活動の進展に資することを目的に，「応用タンパク質研究施設」及び「工学

部実習工場」の機器部品等作製機能を「総合科学研究支援センター」に併合した「学術支援センター」

を共同利用施設として新設した。（平成 27 年度） 

・ 四国遍路の古代から現代に至る諸相を学際的に解明し，世界各地の巡礼との比較研究を行うことを

目的に，「法文学部附属四国遍路・世界の巡礼研究センター」を設置した。（平成 27 年度） 

 

  

（学術支援センター組織図）        （四国遍路・世界の巡礼研究センター看板掲揚式） 
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Ⅳ 社会連携機能及び地域連携の強化 
 
第２期中期目標の基本目標における「地域連携・産学官連携を強化・拡充し，地域活性化に資する

人材育成と学術研究を推進する。」ために行った主な取組は以下のとおりである。 
 
◆ 地域連携ネットワークの強化 
・ 平成 22 年度から平成 26 年度までに，新たに県内６自治体，四国森林管理局，２地元企業及び１地

元経済団体と連携協定を締結し，地域連携ネットワークを拡大した。また、平成 27 年度には、内子

町と連携協定を締結し，地域及び産業活性化、教育・文化の振興、医療・福祉の向上、人材の育成及

び地域の防災などに重点を置いて連携していくこととした。（平成 22～27 年度） 

 

（内子町との連携協定調印式の様子） 
 

・ 愛媛県の抱える地域課題を解決し，地域イノベーションを創出する人材の育成を目的とした「地域

の未来をステークホルダーと共に創る実践的人材の育成」プログラムが，文部科学省「地（知）の拠

点整備事業（大学 COC 事業）」として採択された。（平成 26 年度） 

・ 愛媛県をはじめ地方公共団体や企業，経済団体等と協働し，学生にとって魅力ある就職先を創出・

開拓するとともに，地域が求める人材を養成するために必要な教育カリキュラム改革を行い，地域創

生の中心となる「ひと」の“愛媛県内”への集積を目指す「地域の未来創生に向けた“愛”ある愛媛

の魅力発見プロジェクト」が文部科学省の「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」

に採択された。（平成 27 年度） 

 

 
 

◆ 地域活性化のための人材育成 
・ 学生に対する地域志向教育として共通教育基礎科目「えひめ学」を開講し，新入学生のうち，1,420

人が受講した。（平成 27 年度） 
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（えひめ学の授業の様子） 

 
 

Ⅴ 国際化への組織的整備と拠点国における国際連携の推進 
 

第２期中期目標の基本目標における「国際社会で活躍できる人材を育成するとともに，アジア，アフ

リカ拠点国への教育研究支援を進める。」ために行った主な取組は以下のとおりである。 

 

◆ 国際化に向けた体制整備 
・ 学長裁量経費の見直しを行い，学生の国際交流の活性化，世界に通用する人材の育成を図ることを

目的に，「国際連携推進事業（国際連携 GP）」を新設し，日本人学生海外派遣及び外国人留学生短期受

入に関するプログラムの支援を開始した。（平成 22 年度） 

・ 「国際性豊かな人材を輩出する大学」「世界から人が集う大学」を実現するため，国際化推進の基

本戦略を掲げた「愛媛大学の国際戦略」を制定した。（平成 23 年度） 

 

◆ 拠点国における国際連携の推進 
・ 平成 24 年度文部科学省「大学の世界展開力強化事業」に「日本・インドネシアの農山漁村で展開

する６大学協働サービスラーニング・プログラム（SUIJI-SLP）」が採択され，国内外にある地域サイ

トを拠点にサービスラーニング・プログラムを展開した。（平成 24～27 年度） 

・ 安倍晋三内閣総理大臣とゲブーザ大統領の立ち会いのもと，モザンビーク共和国北部の発展に貢献

することを目的に締結した，同国ルリオ大学，同国教育省，独立行政法人国際協力機構（JICA）及び

本学の４機関による学術交流協定に基づき，モザンビーク共和国ルリオ大学内に設置したサテライト

オフィスに国際連携推進機構の専任教員を５カ月派遣し，愛媛大学への留学希望者に対する説明会を

開催するとともに，JICA の ABE イニシアティブ留学生及び三井物産奨学金により愛媛大学への入学が

決定した留学生３人に対して，日本語・日本文化指導等の渡日前研修を実施した。（平成 27 年度） 

 

  
（SUIJI サービスラーニングの様子）       （４機関による学術交流協定調印の様子） 
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Ⅵ 附属病院の機能拡充 
 

◆ 医療の質向上と地域との連携強化 
・ 地域医療水準の向上等を目的に，「地域医療支援センター」「認知症疾患医療センター」「総合診療

サポートセンター」「手術手技研修センター」「人工関節センター」「形成外科センター」「Ai センター」

「子どものこころセンター」を設置した。（平成 22～26 年度） 

・ 平成 26 年度に保険収載された難治性の眼表面疾患の有効な治療法の一つである羊膜移植術実施の

ための体制整備を進め，平成 27 年８月に羊膜を採取，保存し，他施設にも供給可能である羊膜バン

ク（カテゴリーⅠ）として国立大学で初めて認定された。（平成 27 年度） 

 

 

◆ 医療人の育成 
・ 新臨床研修制度義務化に伴う医学系大学院への進学者の減少に対応するため，卒業後，研修医にな

ると同時に大学院博士課程医学専攻の学生（社会人大学院生）として入学できる「学部・大学院連結

型教育システム」を整備した。（平成 24 年度～27 年度） 

・ 愛媛県内の２年目研修医を対象に病院・組織の枠を超えた研修医 OSCE を開催し，臨床能力の評価

及びフィードバックを行うとともに，指導者の指導方法・能力の向上に繋げた。（平成 26～27 年度） 

 
◆ 病院経営の安定化 
・ 経営努力による病床稼働率の向上，効率化努力による手術件数の増加，経年劣化したシステムの更

新，病院経営改善ワーキンググループの立ち上げ等により病院収入の増加を図った。その結果，病院

収入は第１期中期目標期間の平均が約120億円であったのに対し，第２期中期目標期間の平均は約177

億円となり，47.9％増加した。また期末の比較では，第１期中期目標期間末の平成 21 年度が約 134

億円であったのに対し，第２期中期目標期間末の平成 27 年度は約 188 億円となり，40.1％の増加と

なっている。 

 
 

Ⅶ 業務運営の改善 
 

◆ 人事・給与制度の改革 
・ 多様な人材の確保や業績に応じた人事・給与制度を実現するため，年俸制を平成 26 年度から導入

した。（平成 26 年度） 

・ 部局長の裁量による教員配置を可能とするだけでなく，シニア教員退職後のポイントを活用して若

手教員の採用を促進することを目的に，定員で管理していた教員数をポイントで管理する「教員ポイ

ント制」について検討を進め，平成 28 年度から同制度を導入することとした。（平成 27 年度） 

 

◆ 人材育成マネジメント改革 
・ SPOD で開発した職員の職歴や業績を可視化するためのツールであるスタッフ・ポートフォリオ（職

員業績記録）を愛媛大学版に改訂し，本学職員のキャリア形成のツールとして位置付け，平成 22 年

度には全ての管理職職員(49 人)に，平成 25 年度には全ての事務職員・技術職員(462 人)に導入した。

これはいずれも全国で初めての取組である。（平成 22～27 年度） 
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◆ 自己点検・評価の実施 
・ 平成 26 年度に受審した認証評価において，改善点として指摘された事項について，各部局の状況

を確認した。その結果，各部局において改善しているまたは，改善に向けた取組を行っていることを

確認した。また，自己点検評価室長の下で，改善に向けた取組及び自己評価書作成時の課題等を踏ま

えて，認証評価の総括を作成し，自己点検評価室のウェブサイトに掲載することで，学内での情報共

有を行った。（平成 27 年度） 

 
◆ 監査体制の充実 
・ 監査室以外の若手職員（主任級以下）が，内部監査協力者として内部監査を経験することにより，

監査の意義を理解するとともに，法人の運営諸活動に対する視野を広げ，今後の業務に役立てること

を目的に，「内部監査協力者制度」を創設した。（平成 24 年度） 

 
◆ 広報活動の工夫改善 
・ 第２期中期目標期間においては，利用者が増加している SNS を活用した情報発信にも力を入れ，平

成 23 年度には Twitter の公式アカウントの開設，平成 24 年度には Facebook アカウントの開設及び

YouTube「愛媛大学チャンネル」を開設し，大学のトピックスやイベント情報等を掲載，動画による

教育・研究活動等の紹介を行った。（平成 22～26 年度） 

・ 「使いやすさ」「情報の充実」「発信の積極性」を向上させ，多様な利用者がそれぞれ必要としてい

る情報を的確にとらえ，公共性の高い教育・研究機関として国内外への発信力を強化するために，ウ

ェブサイトのリニューアルを行った。（平成 27 年度） 

 
◆ 施設設備の整備・活用 
・ 平成 28 年度の社会共創学部の設置及び法文学部，教育学部・教育学研究科，農学部・農学研究科

の改組に伴い，必要となる講義室の確保・稼働率の向上のため，全ての講義室を共同利用スペース（学

長管理スペース）として変更することとした。（平成 27 年度） 

 
◆ 法令遵守のための取組（平成 27 年度） 
 
公的研究費の不正使用防止 

・ 適正使用推進計画に基づき，構成員全員を対象にコンプライアンス教育を実施するとともに，理解

度テストを実施し，コンプライアンス教育の理解度を把握した。また，適正使用に関する確認書を構

成員全員から徴取し，コンプライアンス教育の受講状況を把握した。 

・ 研究費使用ハンドブック，旅費マニュアル，謝金マニュアルなど適正使用に関する各種ハンドブッ

ク等の見直しを行い，不正防止体制の整備を行った。 

 

研究活動における不正行為防止 

・ 「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」（文部科学大臣決定）が定められ

たことに伴い，本学における不正行為の防止等に関する取扱いを整備するため，「国立大学法人愛媛

大学における研究活動上の不正行為の防止等に関する取扱規程」を制定し，周知を行った。 

 

個人情報の適切な管理を含む情報セキュリティの向上 

・ 情報セキュリティセミナーを実施し，国立情報学研究所の担当教授からサイバー攻撃への対応につ

いて数々の事例についての対処方法等を本学教職員に講演した。また，本学の担当者より，本学にお

ける取組について説明を行った。その模様（講演内容）をウェブサイトにアップロードし，多くの教

職員が参照できるようにした。 

 

教員等個人宛て寄附金の適切な管理 

・ 教員等個人に対して寄附された寄附金の取扱いについて，再発防止策として，以下の取組を行った。 

① 「研究費の適正使用に関する確認書」を各教員から徴取し，教員個人に対する研究助成金につい

て，大学へ寄附手続きを行うことを確認させた。 

② 採択された研究助成金について，入金状況を確認した。 

③ 研究助成金の募集を行う際に，採択された場合はメール等で連絡するよう周知を行った。 

④ 会計ハンドブック及び研究費使用ハンドブックをウェブサイトに掲載し，教員個人に対する研究

助成金について，大学に対し寄附手続きを行うよう周知徹底を行った。 

⑤ 研究費等の適正使用に関するコンプライアンス教育の中で，教員個人に対する研究助成金につい

て，大学に対し寄附手続きを行うよう周知徹底を行った。  
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国立大学法人評価委員会からの評価結果に対する対応 

 

平成26年度に係る業務実績について，国立大学法人評価委員会から， 

（４）その他業務運営に関する重要目標に関し， 

平成26年度の実績のうち，下記の事項に課題がある。 

 

会計検査院から指摘を受けた、国立大学病院管理会計システム（HOMAS）の継続的な利用に至ら

なかったなどの問題点について十分検討し、導入が予定されている次期システムを効果的かつ継続

的に利用するために、次期システムの利用方針等を明確にするなどして、その利用に必要な体制の

整備を図ることが望まれる。 

 

とされ，中期計画の達成に向けて順調に進んでいると評定された。 

 

このことから，学長のリーダーシップの下，附属病院長を中心として，指摘を受けた事項に以下

の通り対応した。 

 

【指摘に対する対応策】 

・ 平成 27 年度に，医学部経営管理課経営改善チームに医療的専門資格及び知識を有する HOMAS２を担

当する専任の事務職員１人を配置し，業務の継続性を確保できるよう，チームリーダー（係長級），

契約職員を含めた３人体制とした。また，HOMAS２の稼働に当たり全国で開催された研修及び勉強会

に参加するなどして，HOMAS２の仕様等の把握を行った。 

 

・ HOMAS２の運用体制及び活用方針について検討・立案する「管理会計システム（HOMAS２）導入検討

ワーキンググループ」を設置するなど，HOMAS２の利用に向けた体制を整備した。当ワーキンググル

ープにおいて，HOMAS２の情報を収集・共有し，HOMAS２の機能検討や共通ルール原価計算の利用方針

を取りまとめた。HOMAS２の利用方針については，平成 28 年４月に開催された「病院運営委員会」に

おいて審議・決定した。 

 

・ 平成 28 年４月からの HOMAS2 の利用開始に伴い、HOMAS2 の利用方針として、「共通ルール原価計算

によるベンチマーク機能を利用して得られた分析情報を、附属病院経営の意志決定機関である病院運

営企画会議及び病院運営委員会に提示することで、他大学と比較した本学の状況を把握し、経営方針

の決定に利用する」ことを策定した。 

 

・ 上記方針に基づき、平成 28 年度７月開催の病院運営委員会でデータの活用を開始するとともに、

HOMAS2 から得られたベンチマーク分析情報等について、経営分析を促進するために、全附属病院職員

が閲覧できるよう学内ポータルサイトにアップロードしている。 
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